
伊予市高齢者配食サービス業務仕様書 

 

１ 目的 

本仕様書は伊予市高齢者配食サービス事業実施要綱（平成 28 年 1 月 8 日告示

第 12 号）に基づき、高齢者の食生活の自立及び健康増進を図るとともに、安否

確認を行い在宅での生活を支えることを目的とする。 

 

２ 履行期間 

令和６年４月１日から令和９年３月３１日まで（３年間） 

 

３ 業務内容 

業務内容は次のとおりとする。 

 ⑴ 利用者に対し配達日の協議及び確認を行うこと。 

 ⑵ 利用者世帯に対し弁当の配達を行うこと。（１世帯当たり１日１回限度） 

 ⑶  伊予市高齢者見守りネットワーク業務実施要綱（平成２７年伊予市告示第   

  ３７号）に基づく協定を締結し、通常業務の範囲で見守り活動を行うこと 

 ⑷  配達の際は原則手渡し、利用者への声かけ及び健康状態の確認を行い、利 

  用者が連絡なく不在であるなどして安否が疑われるときは、緊急連絡先の家 

  族等及び伊予地域包括支援センター・市役所等へ連絡すること。 

 ⑸  利用者の異変を発見した場合も同様とし、緊急を要する場合は即座に警察、 

  消防へ通報を行うこと。 

 ⑹  適正な価格及び高齢者に配慮した内容の弁当を提供し、係る費用（弁当代 

  金）を利用者から徴収すること。 

 

４ 配食サービス提供地域（範囲） 

伊予地域・中山地域・双海地域 

 

（参考）伊予市高齢者安否確認業務（配食サービスを利用した安否確認業務）の実績 

 

 

 

 

 

 

 

５ 業務従事者 

⑴ 業務責任者 

Ｒ４年度実績 伊予地域 中山地域 双海地域 

利用者数（月平均） ３８人 １７人 １１人 

委託延べ件数（年

間） 
９，８２４件 ３，２００件 ２，２５０件 

月平均件数 約８１９件 約２６７件 約１８８件 



３の全業務に係る責任者を配置すること。 

⑵ 調理業務従事者 

弁当の調理に従事する者を配置すること。（兼務可） 

⑶ 配達業務従事者 

弁当の配達に従事する者を配置すること。（兼務可） 

 

６ 管理責任 

⑴ 衛生管理 

  食品衛生法（昭和２２年法律第２３３号）及び愛媛県食品衛生法施行条例（平   

  成１２年条例第１６号）規定による基準を満たし、衛生的な調理と配達が実施 

  できるよう営業施設及び設備を整備し、適切に管理運営すること。 

 また、マスク等を着用し感染予防に努めること。 

⑵ 安全運転管理 

  道路交通法（昭和３２年法律第１０５号）に基づく安全運転管理者の設置が 

 義務付けられる業務所にあっては安全運転管理者を、同法による設置義務のな  

 い業務所にあっては業務責任者をもって、配達等に係る車両の安全運行及び事 

 故の防止に関する取り組みを行うこと。 

⑶ 業務従事者の教育及び研修 

  業務の実施に係る利用者に対する説明等について、利用者の利便、事情に配 

 慮した対応を行う他、利用者との良好なコミュニケーションが図れるよう、適 

 宜、研修を行うこと。 

 

７ 危機管理 

  食中毒の発生、配達車両の事故、車両等の故障、職員の欠員、その他業務実施

時の危機を想定し、回避する手段や直面した場合の対応等について定めること。 

  また、業務実施にあたり事故等の防止に努め、万一事故が生じた場合は、その

責任において処理するとともに市へ報告すること。 

 

８ 実績報告書の提出 

業務を実施した日の属する月の翌月１０日（当該日が市の休日にあって、その

翌日）までに市が指定する様式にて提出すること。 

 

９ 委託料の請求・支払 

業務実施報告書を発注者が確認した後、請求のあった日から３０日以内に支払

する。 

 

10 秘密の保持 



  受注者は個人情報の取扱いにつき、関係法規、市条例等を遵守し厳重に取り扱

うとともに、その損失・漏洩がないよう十分配慮すること。 

また、本業務で知り得た個人情報は、利用目的以外に利用しないこと。 

 

11 その他 

本仕様書は、業務の大要を示すもので、定めのない事項であっても本仕様書

に付随する業務又は性質上当然必要とされる業務は、誠意をもって実施し、疑

義が生じた場合は市と協議し、本業務の遂行に支障がないようにすること。- 

 


